
別記様式 

会 議 録 

 

会議の名称 平成 30年度 第 4回 西方地域会議 

開催日時 平成 30年 7月 26日（木） 19時 01分 ～ 19時 54分 

開催場所 西方公民館 2階大会議室 

出席者氏名 青木 利男 荒木 正孝 飯沼 邦章 石田 勝英 遠藤  伸 

大塚 孝司朗 荻原 幸一 神永 晴美 川島  博 川島 基巳 

駒場  威 柳澤 恵子 山ノ井 一男 渡邉 奈緒子 

欠席者氏名 荒川 里子        

事務局職員職氏名 西方地域づくり推進課長 落合 博昭  

西方地域づくり推進課長補佐 中野内 重雄 

西方地域づくり推進課主査 栃木 正毅 

その他出席者等 ― 

会議事項 １ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

  （１）情報提供 

    ① 栃木市立地適正化計画の策定方針について 

（２）協議事項 

    ① 平成３１年度実施分地域予算提案事業について 

４ その他 

  （１）委員報告 

  （２）事務連絡 

５ 閉会 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

進行：事務局 

 

 

会長 

 

 

 

 

１ 開会（19:01~） 

 

２ あいさつ 

   大塚会長よりあいさつがあった。 

 

３ 議事 

（１）情報提供 

①  栃木市立地適正化計画の策定方針について 
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  資料の配布をもって情報提供とした。 

 

（２）協議事項 

①  平成３１年度実施分地域予算提案事業について 

〈説明〉 

事務局に対し説明を求める。 

 

 ６月の地域会議において、委員から提案があった「バーベキュー広場へのテ

ーブルとイスの設置やバーベキュー用品の購入」について、所管課との協議結

果を報告した。 

 

  ・テーブルとイスについては固定式を提案。（移動式となると保管場所がな

いため） 

  ・材質については擬木（プラスチックやアルミ、再生木材など）ではなく、

金額的にも擬木より安価で複数設置が可能な木製のガーデンベンチテー

ブル（つがの里に設置してあるものと同等のもの）を提案。 

  ・バーベキュー用品の購入については、衛生面での維持管理の必要性や保管

場所がないことから購入については難しい。 

  ・提案する事業については、その他に事業案として出されているものも「ふ

れあいパーク花の滝の整備」、「ふれあいパーク入口看板の修繕」と全てふ

れあいパークに関することであることから、「ふれあいパーク活性化事業」

として一本化した。 

 

〈質問・意見〉 

委員に対し意見を求める。 

 

  木製のガーデンベンチテーブルとすると、維持管理を行っていたとしても劣

化して痛み、さらに外観も悪くなる。プラスチック製のベンチについての検討

は行ったか。 

 

  プラスチック製のベンチとなると移動式となってしまい保管場所もないこ

とから今回の提案の中での設置は難しい。固定式で擬木製品の場合の検討も行

ったが、予算の範囲内では設置できても２箇所程度となる。限られた場所のみ

の設置となってしまい、利用者の公平性から考えるとあまり好ましくない。複

数年度に分けて設置するということも考えられる。 

 

  木製だとすると３、４年でだめになってしまう。例として、真名子の八百比

丘尼公園に設置されていたベンチがあり、座面部分を取り換えた経緯がある。

また、今回の資料にある木製ベンチの金額は高いと思う。 
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  プラスチック製であれば今あるバーベキュー広場の炉すべてに設置できる

と思う。 

 

  一度に設置するのが難しいのであれば複数年に分けての設置でもいいので

はないか。 

 

  木製のベンチであれば設置しない方が良い。劣化した後に木のささくれで怪

我をしてしまうという心配もある。 

 

  具体的に、木製のテーブルとイスの場合には、どのような材料を使いどのよ

うな積算で今回の金額になったのかを資料として示していただきたい。擬木の

場合についても同様。 

 

  擬木というのは、プラスチックと木材を混ぜた製品のことだろう。各委員か

らも金額的に高いといった話が出ているので再度、所管課と協議して、木製以

外でもっと安価なテーブルやイスを検討していただきたい。 

 

  設置場所について、テントがある場所とテーブルがある場所とに分けて設置

する意味が分からない。バーベキュー広場の利用者は、２つに分かれると思う

が、テントやテーブルなどの道具を一式揃えてくる利用者と何も用意しない利

用者かと思うので、テーブルとイスも設置するのであればテントがある炉から

優先的に行うべき。 

 

  本日の会議の委員の意見を踏まえて、再度所管課と協議する。 

 

 

４ その他 

 （１）委員報告 

  ・青木委員から、にしかたわくわく隊（栃木市認定まちづくり実働組織）と 

にしかた子どもネットワーク（栃木市青少年育成市民会議西方地域）が連

名で依頼した自治会協賛金についての報告があった。 

  ・荻原委員から、真名子地区に開発予定である太陽光発電に関してご意見が

あった。（委員の情報共有を図るために発言を了承した。） 

 

  〈意見の内容〉 

   真名子地区に現在稼働中の太陽光発電とは別に、新たに３箇所に太陽光発

電設備の設置が予定されている。１箇所はゴルフ場跡地に計画するもので、

もう２箇所は山林を伐採し切土盛土を行ったうえで設置する計画である。後

者については、計画内容自体が不透明であり、７月２３日のふれあいトーク

においても、地元自治会長から市長に対して要望が述べられた。河川の最上

流の地区で大規模な太陽光発電設備が複数開発されれば、昨今のゲリラ豪雨
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などにより下流は藤岡地域までの影響が危惧される。真名子の山林が「はげ

山」になっている事実は、西方地域の住民のほとんどが知らないと思う。行

政への意見や要望をするための地域会議であると思い、委員の皆様に情報共

有の意味で発言をした。 

 

  意見として議事録に記載する。 

 

  次回の地域会議において、所管課から説明を願うことが可能であるか、事務

局において調整いただきたい。 

 

  本意見に対しての説明について所管課と調整する。 

 

 

（２）事務連絡 

地域自治交流会の開催案内 

  平成３０年９月２９日（土）午後１時３０分～ 栃木市国府公民館 

次回の地域会議開催予定 

平成３０年８月２３日（木）午後７時～ 西方公民館２階大会議室 

 

５ 閉会（~19:54） 

  以上で本日の会議は全て終了する。 

 


